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GJC3

GJC3; GJET; Gap junction gamma-3 protein; Connexin-30.2; Cx30.2; Connexin-31.3; Cx31.3;
Gap junction epsilon-1 protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はギャップジャンクションタンパク質をコードします。コネキシンとしても知られるこのタンパク質は、隣接する細胞間の直接的な接続を提供するギャップジャンクションの形成に関与しています。この遺伝子の変異は、非症候性難聴との関連が報告されています。[RefSeq提供、2010年2月],機能：ギャップジャンクションは、コネクソンと呼ばれる膜貫通チャネルが密集したクラスターで構成され、低分子量物質が細胞から隣接する細胞へと拡散します。,類似性：コネキシンファミリーに属します。ガンマ型サブファミリーです。,サブユニット：コネクソンは、コネキシンの六量体で構成されています。,組織特異性：中枢神経系特異的。発現は脳、脊髄、坐骨神経に限定されています。 PubMed:12881038 によれば、この遺伝子の発現は骨格筋、肝臓、心臓で豊富であり、膵臓と腎臓でも少量である。
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	-
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	GJC3 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

